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7月4日（日）から計7回、市内6町で財政説明会を開催。説明会では、市の人口動態と
財政状況について石丸市長自らが解説し、今後の方針を示しました。

財政説明会を開催しました

安芸高田市の人口経常収支比率

日本と広島県の人口

人口動態財政状況

財政調整基金

今後、日本は本格的に人口が減少していく局面を迎えます。そうした中、移住・定住の促進といった
従来の対策も効かなくなり、市の人口は確実に減っていきます。このため、人口減少を前提とし、あ
らゆる制度を持続可能な形へと早急に設計し直さなければなりません。

解説

直近10年で市の人口は5千人も減少しました。予測を超えた減少ペースであり、2025年には2万5
千人を割り込む可能性が高くなっています。解説

直近10年において、人口減少を背景に経常的な収入が減る一方で、経常的な支出はそれほど減っ
ていません。結果として、経常収支比率は高まり続け、2019年度には98.2%まで上昇しました。毎月
の家計に置き換えると、30万円の収入に対して食費や家賃といった必ず必要な支出が29万4,600
円（98.2%）あり、自由に使えるお金が5,400円（1.8%）しかない状態です。

解説

ここ数年で市の貯金に当たる財政調整基金は災害復旧への支出を主因に大きく減っています。もっ
とも、これは財政の悪化を意味しません。使い道が適切である限り、貯めたお金を使うこと自体は正
しい対応です。

解説

経常収支比率
経常的な収入（市税、地方
交付税、譲与税・交付金な
ど）のうち経常的な支出に
充てられている割合。
経常収支比率が高いほど
財政が硬直化している状
態を指す。 予測を超える
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YouTube
「安芸高田市公式チャンネル」

財政説明会の様子はこちらで公開しています

2020年の人口
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